
同
志
社
社
会
福
祉
学
の
伝
統
と
発
展

ー
そ
の
半
世
紀
を
顧
み
て
ー

一
専
攻
翻
五
0
年
を
雲
し
て

同
志
社
大
学
文
学
部
社
会
学
科
の
社
会
福
祉
学
専
攻
は
、
創
設
五
十
年
、
ま

矣
学
院
文
学
研
究
科
社
会
福
靴
翫
攻
が
桜
さ
れ
て
二
十
周
年
の
ヨ
念
す

べ
き
年
を
迎
え
て
、
去
る
六
月
二
十
九
日
、
一
条
河
原
町
の
ロ
イ
ヤ
ル
.
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
黒
の
会
合
を
催
し
九
。
上
野
直
蔵
総
長
、
松
山
義
則
大
学
長

を
は
じ
め
、
教
職
員
、
卒
業
生
ら
約
一
両
五
十
名
の
御
出
席
を
得
て
、
同
志
社

独
特
の
気
風
の
盛
り
あ
が
る
壮
重
で
、
し
か
も
和
か
な
雰
閉
気
暴
会
を
も
つ

こ
と
が
で
き
九
。

戦
前
よ
り
戦
後
に
か
け
て
、
口
本
の
疾
風
怒
碍
代
を
、
社
会
問
題
の
た
九

P
を
か
き
分
け
て
進
む
こ
の
専
攻
の
進
路
は
、
決
し
て
平
穏
無
亨
で
は
在
り
得

な
か
っ
た
0
 
し
か
し
そ
の
母
な
る
同
志
社
は
、
よ
く
こ
の
専
攻
を
鞭
し
、
浄

励
し
、
半
世
紀
本
上
貫
し
て
、
時
流
に
赤
]
き
こ
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
同
志
社
真

髄
を
固
守
し
て
、
わ
が
国
最
初
の
李
レ
ベ
ル
の
社
会
福
祉
学
裂
と
し
て
、

独
向
の
学
風
を
築
く
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
て
き
九
の
で
あ
る
。

そ
の
発
端
は
、
一
九
三
一
年
、
大
工
原
総
長
に
ょ
る
神
学
科
の
社
会
蛋
学

専
攻
創
設
に
さ
か
の
ぽ
る
。
昭
和
初
期
、
マ
ル
ク
ス
主
義
運
動
の
漸
く
劣
と

な
る
や
、
こ
れ
を
弾
圧
す
る
軍
部
フ
ブ
シ
ズ
ム
陣
営
は
、
「
社
会
」
の
名
称
を

用
い
る
一
切
の
も
の
を
危
険
思
輯
し
、
突
由
緒
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
大

学
、
同
志
社
な
る
が
故
に
、
折
か
ら
深
刻
化
す
る
昭
和
恐
慌
の
需
で
激
化
す

る
社
会
問
題
に
対
処
す
る
九
め
、
文
部
省
は
、
こ
こ
北
大
学
レ
ベ
ル
の
社
会
福

祉
教
育
を
開
始
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
に
な
う
た
。
わ
が
国
社
会
器
お

開
拓
者
、
牧
野
虎
次
氏
(
後
の
黒
紘
長
)
、
校
荏
田
光
雄
氏
ら
の
奔
走

に
ょ
り
、
大
久
保
利
・
穫
爵
た
ち
の
尽
力
を
得
て
、
そ
の
実
現
を
み
る
に
至
っ

嶋
田
啓
一

郎
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た
の
で
あ
る
。
そ
の
認
と
し
て
、
専
攻
の
中
心
と
な
ら
れ
九
の
が
、
米
国
留

学
よ
り
帰
国
さ
れ
光
新
進
気
鋭
の
竹
中
勝
男
先
生
で
あ
っ
九
。

二
社
会
福
祉
の
同
志
社
的
源
流

同
志
社
大
学
に
社
金
偏
祉
〕
辱
攻
コ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
立

N
希
祁
か
ら
み
て
、
極
め
て
内
然
な
成
り
行
き
で
あ
っ
九
。

「
日
本
の
九
め
に
死
に
、
日
本
の
益
生
(
あ
お
ひ
と
く
さ
)
を
救
う
べ
き
重

任
を
負
っ
た
者
は
、
突
に
諸
烈
に
外
な
ら
な
い
。
・
・
・
・
・
・
諸
君
よ
願
く
ば
天
下
の

た
め
に
死
ね
。
こ
れ
は
襄
が
切
に
望
み
、
ひ
と
え
に
希
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」

新
島
先
生
は
、
巣
立
ち
ゆ
く
卒
業
生
を
校
円
に
送
っ
て
、
斯
く
励
ま
さ
れ
て
い

る

新
島
先
生
の
夫
人
八
重
子
女
史
の
兄
君
、
山
杢
嵒
先
生
は
、
会
津
藩
の
出

身
、
伏
見
の
戦
に
敗
れ
て
、
蔀
摩
藩
に
捕
え
ら
れ
、
失
明
の
苦
杯
を
蓉
め
た
人

物
で
あ
る
が
、
ゴ
ル
ド
ン
博
士
よ
り
澳
訳
聖
書
を
贈
ら
れ
て
心
眼
を
ひ
ら
き
、

ひ
ろ
く
世
界
に
知
滋
を
求
め
、
盲
人
の
身
を
も
っ
て
京
都
府
会
最
初
倫
長
と

な
り
、
京
都
の
地
に
産
業
、
医
学
、
社
会
福
祉
の
全
国
に
先
駅
け
と
な
る
さ
ま

ざ
ま
の
業
績
を
遺
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
新
島
先
生
と
協
力
、
同
志
社
を
創
立

さ
れ
、
新
島
先
告
逝
後
、
「
同
森
総
長
代
理
」
を
も
勤
め
ら
れ
て
い
る
。

「
同
志
社
」
は
、
実
に
こ
の
人
の
命
名
に
由
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
同
志
社
人

の
器
す
べ
き
は
、
山
本
先
生
が
本
年
琵
稟
を
迎
え
る
三
重
苦
の
へ
レ
ン

ケ
ラ
ー
を
も
、
は
る
か
に
凌
ぐ
福
祉
活
動
に
、
解
異
的
な
奉
仕
の
生
涯
を
送

ら
れ
九
こ
と
で
あ
る
。

同
志
社
的
伝
統
の
主
流
編
さ
し
て
、
社
会
湿
界
に
留
岡
幸
助
、
山
室
軍

平
、
安
部
磯
雄
、
牧
野
虎
次
、
水
崎
基
一
、
大
条
、
あ
る
い
は
近
く
は
浜
田

光
辧
、
中
村
逃
等
々
の
傑
出
せ
る
人
物
が
生
れ
九
の
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な

黒
社
の
社
会
福
祉
謙
攻
は
、
熊
生
れ
る
べ
く
し
て
生
れ
九
と
言
わ

)
0

しな
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
こ
こ
か
ら
良
心
を
手
腕
に
運
用
す
る
人
物
を
需
し
得
ず

し
て
、
同
志
社
の
個
性
は
活
き
て
い
る
と
一
再
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

三
同
志
社
社
会
福
祉
学
の
真
髄

隠
中
、
文
化
学
科
星
学
専
攻
、
さ
ら
に
厚
隼
科
、
そ
れ
を
母
胎
と
し

て
終
戦
後
忙
は
新
生
円
本
の
民
主
社
会
に
適
合
す
る
社
会
学
科
へ
再
編
成
し
、

社
会
福
祉
学
専
攻
は
、
社
会
学
、
新
聞
学
、
産
業
関
係
学
の
諸
専
攻
と
提
携

し
、
同
志
社
大
学
の
異
色
あ
る
学
風
を
担
う
べ
く
、
熱
意
の
努
力
を
重
ね
て
い

る
。
社
会
福
祉
学
の
分
野
に
お
け
る
わ
が
国
最
籾
の
大
学
院
社
会
福
祉
学
専
攻

コ
ー
ス
が
鞭
さ
れ
九
の
は
、
一
九
五
0
年
の
こ
と
で
あ
っ
九
。

竹
中
教
授
を
中
心
に
、
響
っ
て
竹
内
愛
二
、
大
林
宗
嗣
教
授
の
ご
と
き
、
ま

九
黒
社
の
国
俗
特
色
を
発
揮
す
る
ジ
ー
ン
・
グ
ラ
ン
ト
、
メ
ア
リ
ー
・
ウ

ツ
ド
、
ド
ロ
シ
ー
・
デ
ッ
ソ
ー
の
ご
と
き
優
れ
九
教
授
陣
を
備
え
る
こ
と
が
で

き
九
の
も
、
伺
森
独
内
の
確
固
た
る
街
的
気
風
の
然
ら
し
め
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
六
。
惜
し
む
ら
く
は
、
一
専
攻
の
局
限
さ
れ
六
ス
ケ
ー
ル
で
は
、
明
治
学

院
や
日
本
社
会
中
業
大
学
に
伍
し
て
、
多
岐
多
方
而
に
亘
る
現
代
社
会
福
祉
の

広
汎
な
活
動
に
、
的
硫
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
校
地
問
題
の
解
決
と

相
俟
っ
て
、
少
く
と
も
「
社
会
福
祉
学
科
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
当
面
の
課

題
で
あ
る
と
、
私
九
ち
は
真
剣
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
六
ち
が
、
同
森
社
会
福
祉
学
の
特
質
と
し
て
、
日
常
座
臥
、
つ
ね
に
念

願
し
て
き
た
の
は
ー

キ
リ
ス
ト
教
的
人
格
主
乳
の
伝
統
こ
即
応
し
て
、
令
人
的
人
問
の
統
一

1
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的
人
格
の
確
立
を
、
社
会
福
祉
活
動
の
究
極
目
標
と
し
て
、
圃
執
し
て
き
た
こ

と
0

2
 
「
人
問
」
考
究
の
学
と
し
て
の
社
会
福
祉
学
を
、
経
済
学
、
心
理
学
、

社
会
学
、
文
化
人
類
学
等
の
諸
科
学
と
、
人
格
価
値
と
を
統
一
す
る
力
動
的
統

合
理
論
の
上
に
建
設
す
る
こ
と
。

3
 
国
際
的
視
野
と
日
本
的
現
突
と
を
統
一
す
る
「
ま
す
ま
す
世
界
的
に
、

飽
く
ま
で
日
本
的
に
」
の
雄
大
な
現
実
主
義
の
学
風
を
固
守
す
る
こ
と
。

4
 
理
想
は
高
く
、
行
い
は
低
き
よ
り
、
社
会
福
祉
の
「
現
場
と
地
続
き
の

大
学
」
を
標
楴
し
、
同
志
社
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
、
ス
ム
を
、
つ
ね
に
社
会
的
現
実
の

変
革
の
九
め
の
実
践
行
動
の
原
理
と
す
べ
き
こ
と
。

半
世
紀
の
過
去
を
顧
み
、
未
来
を
展
望
す
会
重
な
機
会
に
巡
り
合
い
、
こ

の
記
念
の
集
い
は
、
私
た
ち
の
専
攻
を
め
ぐ
る
諸
兄
姉
の
深
い
友
愛
を
感
謝
し

同
志
社
と
日
本
社
会
へ
の
熱
意
と
貞
任
感
と
を
一
段
と
強
く
心
に
銘
ず
る
又
と

な
い
感
激
の
時
と
な
っ
九
。
私
は
い
ま
定
年
退
職
、
昭
和
四
年
同
志
社
の
門
を

く
ぐ
っ
て
以
来
の
憶
い
出
を
胸
に
し
な
が
ら
、
同
志
社
社
会
福
祉
学
へ
の
希

は
、
さ
ら
に
高
く
、
ひ
ろ
く
、
深
く
な
る
ぱ
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
私
に
と

つ
て
単
な
る
終
り
で
は
な
く
、
新
し
い
始
ま
り
を
告
げ
る
一
つ
の
「
コ
メ
ン
ス

メ
ン
ト
・
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
)

嶋
田
啓
一
郎
著

『
社
会
福
祉
体
系
論
1
力
動
的
統
合
理
論
へ
の
途
1
』

(
ミ
ネ
ル
ヴ
プ
書
房
、
 
A
5
上
製
三
六
八
頁
四
二
0
0
円
)

嶋
田
啓
一
郎
編

『
社
会
福
祉
の
思
想
と
器
1
そ
の
国
際
性
と
日
本
的
展
開
1
』

(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
 
A
5
上
製
三
一
 
0
頁
三
七
0
0
円
)

同
志
社
関
係
出
版
物
ご
案
内

新
島
嬰
(
岡
本
清
一
一
者
)

新
島
襄
(
魚
木
忠
一
著
)

1
人
と
思
想
1

新
島
襄
の
生
涯
(
北
垣
宗
治
訳
)

新
島
先
生
需
集
(
続
)
(
森
中
章
光
編
)

一
一
{
血
N
ゴ
ル
戸
ゆ
牙
誘
 
0
{
〕
0
器
三
〕
工
貰
巳

同
志
社
百
年
史
通
史
編
1
、
Ⅱ

同
志
社
百
年
史
資
料
編
1
、
Π

同
志
社
九
十
年
小
史

同
志
社
歳
時
記
厶
中
、
、
共
編

同
士
^
^
^
時
^
ム
卞
、
^
^
ハ
^

続
・
同
士
讐
威
時
記
松
牛
全
共
編

同
志
社
歌
集

り
べ
ル
タ
ス
選

ニ
ハ
0
円

人
生
友
情
学
問
(
上
野
直
蔵
著
)

ニ
ハ
0
円

憲
法
と
平
和
主
義
命
畑
刃
叢

三
五
0
円

日
本
経
済
学
の
源
流
(
住
谷
悦
治
著
)

ー
ラ
ー
ネ
ッ
ド
愽
士
の
人
と
思
想
1

近
代
日
本
文
ヒ
と
キ
リ
ス
ト
教
、
L
橋
三
良
共
著
三
五
0
円

近
代
日
本
文
化
と
キ
リ
ス
ト
教
高
^
共
著
三
五
0
円

写
棗
『
同
志
社
一
 
0
0
年
』

豪
華
上
製
本
一
 
0
、
 
0
0
0
円
並
製
本
八
、
 
0
0
0
円

写
真
集
『
同
志
社
1
そ
の
一
0
0
年
の
あ
ゆ
み
』

上
製
本
一
、
二
0
0
円
並
製
本
七
0
0
円

1
送
料
は
別
途
申
し
う
け
ま
す
ー

同
志
社
収
益
事
業
課
啼
二
五
一
1
三
0
三
七
t
三
0
三
八

Z
ゆ
n
訟
ヨ
即

上
製
本

並
製
本

五
0
0
円

三
0
0
円

八
五
0
円

0
0
0
円

、

五
0
0
円

、

五
0
0
円

一
ハ
、
 
0
0
0
円

ご
一
、
 
0
0
0
円

三
、
 
0
0
0
円

六
0
0
円

七
0
0
円

五
0
0
円

(
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